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メニュー紹介

■扉の写真
昭和４０年１０月１３日空撮の常呂小学校

校舎の配置は、今とはずいぶん違いますが、校舎と校庭の間にある

シダレヤナギは大木となり、今も変わらず子どもたちを見守っています。





魅力的な女性ミュージシャン列伝

アリソン・クラウス

「ベスト・オブ・アリソン・クラウス」

「レイジング・サンド」

リソン・クラウスは、１９７１年、

アメリカ・イリノイ州生まれで８７

年に１６歳でアルバム・デビュー。多数の

アルバムを発表し、９０年代以降グラミー

賞を何回も受賞しているブルーグラス界ト

ップクラスのボーカリストです。

呂図書館には、「ベスト・オブ・ア

リソン・クラウス」とロバート・プ

ラント（レッド・ツェッペリンのリードボ

ーカル）と組んだ「レイジング・サンド」

の２枚のアルバムがあります。

リソン・クラウスの代表的なアルバ

ムでは、プロ中のプロ・ミュージシ

ャンが揃う「ユニオン・ステーション」と

の共演が定番です。音楽評論家のピーター

・バラカンは、著書『ピーター・バラカン

音楽日記』のなかで、「フォーク色の濃い

ブルーグラスとでも呼べばいいのかな、ア

リソンの気取らない、表情豊かなボーカル

…歌がホントにうまく、フィドル（バイオ

リン）もこなし、グラミー賞も常連」と紹

介しています。

初に紹介する「ベスト・オブ・アリ

ソン・クラウス」は、２００９年に

発売されたベスト

盤ですが、ユニオ

ン・ステーション

との共演曲はごく

わずか。ジェイム

ス・テイラーやケ

ルトミュージック

のチーフタンズな

ど、ジャンルを超えた豪華なゲスト陣にあ

ふれ、カバー曲も多く、新たなソロアルバ

ムのよう。収録曲１６曲の多くは、日本人

の情緒にあうしっとりしたメロディアスな

もので、アリソン・クラウスの声が耳に心

地よく入り、心を和ませてくれます。まさ

しくおとなの音楽です。
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の「レイジング・サンド」は、０７

年の作。ロバート・プラントは年相

応に声量は落ちつつも、シャウトすること

なく渋さを出しています。リトル・リチャ

ード、トム・ウェ

イツ、エバリー・

ブラザーズなどア

メリカの音楽を聴

いてきた人には、

オリジナルが今の

時代に新鮮な曲と

して蘇ったと感じ

るのでは…。ツインギター（型の古いモデ

ルを使用）、ウッドベース、ドラムといっ

たシンプルなバンド構成も古さと現代をう

まく融合させています。

初に戻りますが、アリソン・クラウ

スの声とフィドル、そしてユニオン

・ステーションの卓越したアコースティッ

クな音楽性が生み出すサウンドは、日本人

の感性にピッタリ合います。

て、最後にユニオン・ステーション

の紹介を。メンバー４人。ジェリー

・ダグラスのドブロ・ギター（共鳴板のつ

いたスライドギターのようなもの）が特に

有名ですが、他のメンバー３人もギター、

バンジョー、フラットマンドリン、ウッド

ベースを自在に演奏し、ボーカル＆コーラ

スも完璧です。これにアリソン・クラウス

のボーカルとフィドルが加わると魔法がか

かったような極上の音楽に変身。泥臭い音

楽のイメージが強いブルーグラスですが、

アリソン・クラウス＆ユニオンステーショ

ンの音楽は洗練された極上品。

た、〈ユー・チューブ〉には、アリ

ソン・クラウス＆ユニオン・ステー

ションの映像がたくさんあります。まずは

ご覧あれ。便利な時代です。
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音の缶詰

ＣＤレビュー




